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住
じゅう

人
に ん

十
と

彩
い ろ

#7  ～伊藤慶輔さん～
2 0 2 0  N o v e m b e r

このコーナーでは、地域の頑張っている人や団体を紹介します。
今回は伊藤慶輔さん（南鹿野）です。

海
外
留
学
か
ら
保
険
の
道
へ
　

伊
藤
慶
輔
さ
ん
（
36
）
は
、
妻
と
４
歳
、
１
歳

の
子
ど
も
と
４
人
暮
ら
し
。

損
害
保
険
、
生
命
保
険
な
ど
を
取
り
扱
う
㈲
Ｐ

ｒ
ｉ
ｍ
ｅ
１
で
、
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
る
。

元
々
海
外
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
慶
輔
さ
ん

は
、
高
校
卒
業
後
、
陸
上
自
衛
隊
を
経
て
、
語
学

と
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
た
め
に
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
に
約
１
年
３
か
月
留
学
。

一
旦
帰
国
し
、
半
年
間
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事

を
し
た
後
、
再
び
海
外
へ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

約
１
年
間
旅
行
代
理
店
に
勤
め
た
。

現
在
の
保
険
の
仕
事
を
始
め
た
の
は
24
歳
の

時
。
父
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
か
ら
始
め
た
が
、

子
ど
も
の
時
、
父
の
大
変
そ
う
な
姿
を
見
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
が
、
困
っ
た
と
き
に
人
の
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
に
、
次
第
に
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
職
業
柄
、
休
み
の
時
で
も
気
は
抜
け
な
い
で

す
が
、
可
能
な
限
り
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。」
と
慶
輔
さ
ん
は
い
う
。

３
年
前
に
父
か
ら
会
社
を
引
き
継
ぎ
、
会
社
の

代
表
と
な
っ
た
今
も
、
第
一
線
で
忙
し
い
毎
日
を

送
る
。 

商
工
会
青
年
部
で
の
活
動

慶
輔
さ
ん
は
、
氷
川
町
商
工
会
青
年
部
の
副
部

長
と
し
て
の
顔
も
持
つ
。

「
氷
川
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
」
と
、
実
行
委

❶保険業としてのキャリアは10年以上。お客さん目線で最適な内容
を提案。
❷オーストラリア留学にて。語学習得だけでなく、海外でしか得られ

ない様々な経験は、現在の活動にも活かされているという。
❸「何もない町ですが、ココにしかない風景があります。」を合言葉に

開催されている、通称「ボタマ」。次回は令和3年3月に開催予定。
❹・❺商工会青年部として、７月豪雨後には災害ボランティアに参

加。毎年の清掃活動や、事業者間の意見交換なども積極的に行っ
ている。
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員
会
と
し
て
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
「
ひ

か
わ
ボ
タ
ニ
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
、
平
成
30
年

３
月
の
第
１
回
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
３
回
開

催
し
、
来
場
者
数
が
延
べ
２
万
人
を
超
え
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
だ
。

本
業
と
の
両
立
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
他
事
業

者
と
の
繋
が
り
な
ど
、
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る

経
験
は
何
に
も
代
え
が
た
い
と
い
う
。

ま
た
、商
工
会
青
年
部
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

７
月
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
八
代
市
坂
本

町
な
ど
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
度
も

参
加
し
た
。

そ
の
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
た
経
験
か
ら
、

近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意

識
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
、
と
語
る
。

趣
味
は
ア
ウ
ト
ド
ア
。
最
近
は
専
ら
「
庭
キ
ャ

ン
プ
」
だ
が
、「
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
の
で
、

い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
す
よ
。」
と
笑
顔

で
話
す
。

このコーナーでは、地域の頑
張っている人や団体を募集してい
ます。自薦・他薦は問いません。詳し
くは、お問い合わせください。

申込先 ： 企画財政課　企画係
　　　　☎0965-52-5850
メール ： 
　kouhou@hikawa.kumamoto.jp

募　集

SNSで「ボタマ」をチェック！


